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3　広報つわの Public Relations Magazine Tsuwano Town　2本紙に掲載の令和５年度施政方針は、令和５年３月の津和野町議会において示された冒
頭の内容を一部抜粋・再編集し掲載しています。施政方針の全文については、津和野町
ホームページ（https://www.town.tsuwano.lg.jp/）に掲載しています。

源
を
効
果
的
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の

取
り
組
み
へ
活
用
さ
せ
て
頂
き
な

が
ら
、
策
定
し
た
戦
略
を
実
効
性

の
あ
る
も
の
と
し
、
国
際
社
会
の

一
員
と
し
て
の
責
任
を
果
た
す
と

と
も
に
、
地
球
環
境
問
題
解
決
の

責
任
と
意
義
を
、
広
く
普
及
さ
せ

て
行
く
役
割
を
も
担
っ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
３
年
以
上
が
経
過
し
た
今
も
感

染
者
が
多
く
発
生
し
て
い
る
状
況

に
あ
り
ま
す
が
、
５
月
に
は
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
と
同
じ

５
類
に
移
行
す
る
方
針
が
国
よ
り

示
さ
れ
る
な
ど
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

へ
と
社
会
が
よ
り
一
層
進
も
う
と

し
て
お
り
、
本
町
も
こ
れ
に
適
合

し
た
柔
軟
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
間
、
町
民
の
皆
さ

ま
に
は
、
感
染
症
対
策
に
長
期
間

に
わ
た
り
ご
協
力
を
頂
い
て
ま
い

り
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

お
き
ま
し
て
は
、
国
の
具
体
的
な

方
針
が
示
さ
れ
た
場
合
に
は
、
こ

れ
ま
で
同
様
、
迅
速
か
つ
適
切
に

町
民
の
皆
さ
ま
に
接
種
し
て
頂
け

る
よ
う
責
任
を
も
っ
て
体
制
を
整

え
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
感
染
症
が
町
内
経
済
や

町
民
生
活
に
与
え
る
影
響
が
長
期

間
に
渡
っ
て
き
た
中
で
、
そ
こ
に

昨
今
の
物
価
高
が
更
な
る
追
い
打

ち
を
か
け
よ
う
と
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
も
国
の
臨
時
交
付

金
を
活
用
し
経
済
支
援
策
等
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
後

に
お
い
て
も
町
内
の
経
済
状
況
や

町
民
生
活
の
実
態
に
心
を
常
に
寄

せ
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
国
や

県
に
対
し
て
実
情
を
訴
え
る
と
と

も
に
、
町
民
の
生
活
を
守
る
取
り

組
み
に
全
力
を
挙
げ
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
ど
の
よ
う
な
社
会
状

況
に
お
い
て
も
、
住
民
の
営
み
は

変
わ
ら
ず
続
い
て
お
り
、
通
常
の

行
政
運
営
に
お
い
て
も
地
方
創
生

の
取
組
み
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
停

滞
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

財
政
の
健
全
化
に
向
け
て

本
町
は
平
成
17
年
の
合
併
以

来
、
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
と
財

政
の
健
全
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
、
主
要
な
財
政
指
標
の
う
ち
実

質
公
債
費
比
率
は
引
き
続
き
改
善

す
る
な
ど
、
着
実
に
そ
の
成
果
を

見
る
に
至
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今

後
も
第
3
次
津
和
野
町
行
財
政
改

革
大
綱
実
施
計
画
に
基
づ
い
た
更

な
る
改
革
に
努
め
る
と
と
も
に
、

地
方
交
付
税
や
過
疎
債
の
確
保
に

取
り
組
み
、
財
政
の
健
全
化
と
ま

ち
づ
く
り
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

行
政
運
営
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

お
わ
り
に

資
源
の
効
率
的
、
効
果
的
な
配

分
を
意
識
し
な
が
ら
、
少
子
高
齢

化
に
対
応
し
た
福
祉
施
策
、
病
院

問
題
な
ど
の
保
健
医
療
対
策
、
地

域
活
力
を
生
み
出
す
源
と
な
る
商

工
観
光
や
農
林
業
の
振
興
、
津
和

野
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
教
育
、

文
化
の
保
存
・
活
用
、
更
に
は
道

路
や
上
下
水
道
を
は
じ
め
と
す
る

社
会
基
盤
整
備
な
ど
、
本
町
が
抱

え
る
諸
課
題
の
解
決
と
地
域
振
興

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ

の
軍
事
侵
攻
は
、
1
年
を
経
過
し

た
現
在
も
終
息
に
至
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
こ
の
間
に
想
像
を
絶
す
る

多
く
の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
て
お

り
哀
惜
の
念
に
堪
え
ら
れ
ま
せ

ん
。
最
初
に
、
こ
の
度
の
ロ
シ
ア

に
よ
る
軍
事
行
動
に
対
し
改
め
て

断
固
抗
議
の
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
平
穏
な
生
活

が
早
急
に
取
り
戻
さ
れ
、
世
界
平

和
が
確
立
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
ま

す
。

気
候
変
動
対
策
に
つ
い
て

昨
年
の
施
政
方
針
で
も
述
べ
ま

し
た
よ
う
に
、
地
球
温
暖
化
に
よ

る
気
候
変
動
が
世
界
各
地
で
甚
大

な
災
害
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
平

和
と
い
う
も
の
を
戦
争
と
い
う
視

点
と
と
も
に
、
環
境
と
い
う
視
点

か
ら
も
捉
え
て
行
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
時
代
に
な
っ
て
い
る
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。
地
球
環
境
問
題

は
未
来
に
向
け
て
国
際
社
会
を
構

成
す
る
全
人
類
に
課
せ
ら
れ
た
責

任
で
あ
る
と
も
言
え
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、津
和
野
町
で
は
、

「
先
人
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
豊

か
な
自
然
環
境
を
次
世
代
に
引
き

継
ぎ
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能

な
循
環
型
社
会
、
脱
炭
素
社
会
を

形
成
す
る
た
め
、
国
や
島
根
県
と

連
携
す
る
と
と
も
に
、
住
民
、
事

業
者
等
の
皆
さ
ま
と
一
体
と
な
っ

て
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化

炭
素
実
質
排
出
量
ゼ
ロ
を
目
指
す

『
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
』
の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
す

る
こ
と
」
を
宣
言
す
る
と
と
も

に
、
具
体
的
な
行
動
を
起
こ
し
て

行
く
た
め
の
戦
略
策
定
を
行
い
ま

し
た
。

本
町
で
は
平
成
28
年
に
美
し
い

森
林
づ
く
り
条
例
を
制
定
し
、
二

酸
化
炭
素
の
吸
収
及
び
貯
蔵
機
能

を
持
つ
森
林
の
整
備
を
促
進
す
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
と
と
も

に
、
昨
年
に
は
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

ガ
ス
化
発
電
事
業
も
開
始
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
令

和
6
年
か
ら
は
森
林
環
境
税
が
開

始
さ
れ
、
森
林
整
備
に
対
す
る
国

民
の
関
心
が
よ
り
一
層
高
ま
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
貴
重
な
財

※グラフ上の金額については百万の位で四捨五入して掲載しています。

令
和
５
年
度
の
一
般
会
計
予
算

額
は
、
91
億
７
，
５
０
０
万
円
で
、

前
年
度
当
初
予
算
額
79
億
８
，

８
０
０
万
円
に
対
し
14
・
９
％

（
11
億
８
，
７
０
０
万
円
）
の

増
額
。
一
般
財
源
総
額
で
は
、

55
億
６
，
０
３
９
万
円
と
な
り
、

前
年
度
一
般
財
源
総
額
53
億
７
，

９
２
７
万
円
に
対
し
３
・
４
％

（
１
億
８
，
１
１
２
万
円
）
の
増

額
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
配
分
枠
予
算
を
堅
持
し

つ
つ
重
点
施
策
を
具
現
化
す
る
た

め
に
、
事
業
費
や
事
務
量
の
増
減

要
因
を
十
分
に
検
証
す
る
と
と
も

に
、
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
に
よ

る
経
費
の
増
加
に
対
応
し
な
が

ら
、
更
な
る
経
費
の
節
減
に
努
め

る
と
と
も
に
、
後
年
度
負
担
に
も

配
慮
し
、
基
金
や
町
債
を
効
果
的

に
活
用
す
る
な
ど
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
よ
り
効
率
的
な
行
政
執

行
と
財
政
運
営
の
確
立
に
徹
す
る

予
算
編
成
を
基
本
的
な
考
え
方
と

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

次
ペ
ー
ジ
で
は
、
今
年
度
か
ら

新
た
に
計
画
さ
れ
た
主
な
事
業
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

特別会計予算　予算額
特別会計項目 当初予算金額 前年比 特別会計項目 当初予算金額 前年比

国民健康保険事業 ９億 5,417 万円 △ 11.3％ 農業集落排水事業 408 万円 7.9％

介護保険事業 13 億 7,784 万円 1.14％ 奨学金 1,239 万円 1.7％

後期高齢者医療 3 億 2,085 万円 △ 1.22％ 診療所 6,008 万円 △ 10.3％

下水道事業 ４億 1,326 万円 13.2％ 介護老人保健施設事業 ３億 4,710 万円 6.8％

津和野町長 下森博之

歳入 町税 6 億３千万円（6.9％）

地方交付税
42 億 5 千万円

（46.3％）

国庫支出金10 億 6千万円（11.5％）

県支出金５億 9 千万円（6.4％）

繰入金 7 億３千万円（8.0％）

町債 12 億 6 千万円（13.7％）

その他 6 億６千万円（7.2％）

91億 8 千万円
（100％）

令和５年度　施政方針令和５年度　当初予算

91億８千万円
（100％）

人件費 14 億８千万円（16.1％）

物件費 13 億 5 千万円（14.8％）

補助費等 19 億 8 千万円（21.6％）

公債費 13 億 9 千万円（15.1％）

繰出金 7 億 7 千万円（8.4％）

普通建設事業費 14 億９千万円（16.2％）

扶助費 4 億 9 千万円（5.3％）

その他 2 億 3 千万円（2.5％）
総務費18億5千万円（20.2％）

民生費16億1千万円（17.5％）

衛生費7億9千円（8.6％）

農林水産業費5億3千万円（5.8％）

商工費2億6千万円（2.9％）

土木費10億５千万円（11.4％）

消防費５億８千万円（6.3％）

教育費9億４千万円（10.2％）

公債費13億９千万円（15.1％）

その他1億8千万円（2.0％）

歳出

９１億７，５００万円

一般会計　予算額

79 億 8，8 ００万円

令和５年度　一般会計当初予算額

令和４年度から
11 億 8,700 万円（14.9％）

の増額
令和４年度　一般会計当初予算額
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教育委員会

健康福祉課 青原保育園

建設課

教育委員会
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今年度新たに７名の新規
採用職員を迎えました。
皆さまの力になれるよう
決意を新たにしています。
一人ひとりの抱負を掲載
します。

令和５年度
  新規採用職員紹介

令和５年度新規事業 PickUp

古
こやま
山　智

ともゆき
之

後
ごと う
藤　一

いちろう
朗

齋
さいとう
藤　律

りつき
希

田
たな か
中　仁

ひとし
岩
いわ た
田　夢

ゆめか
花

木
きむ ら
村　雄

ゆうだい
大

一
いっしき
色　翔

しょうた
太

防災情報の充実・強化

生活インフラの整備

農業振興

買い物不便対策 定住および空き家対策

道路長寿命化対策

文化財の保存・活用 福祉サービスの充実

民間賃貸住宅建設促進
による定住対策

防災ハザードマップ作成業務

下水道ストックマネジメント
実施方針策定業務

津和野町農業振興地域計画
策定業務

地域活性化複合施設整備事業 つわの住まいる応援事業

橋梁長寿命化対策事業

西周旧居保存修理事業 介護事業計画策定実態調査事業

民間賃貸住宅建設支援事業

津和野町出身

大阪府吹田市出身

津和野町出身

出雲市出身 浜田市出身

津和野町出身

三重県伊勢市出身

分からないことが多いです
が、早く覚えられるように
頑張って仕事に取り組んで
いきたいと思います。

町民の方々のために頑張
りますので、よろしくお
願いします。

より暮らしやすい町にし
ていきます。
よろしくお願いします。

小学生時代を過ごした津
和野が恋しくて戻って来
ました。精一杯努力いた
します。
よろしくお願いします。

自分自身が津和野町につ
いて深く知り、子どもた
ちに津和野町の良さを伝
えられる保育士になりた
いです。

津和野町の方々に貢献で
きるように精一杯努めて
まいります。
よろしくお願いします。

町民の皆さまに寄り添い、
少しでも早くお力になれ
るよう頑張ります。
よろしくお願いします。

島根県が新たに指定する洪水
浸水想定区域を踏まえ、津和
野町防災ハザ－ドマップの見
直しを行います。

下水道施設全体の点検・調査の方
針及び点検・調査結果に基づく施
設の改築等に関する対策内容等を
定めることにより、事故発生や機
能停止を未然防止します。

現行の計画見直しのため、基礎調
査の実施、計画の変更を行うとと
もに、備え付けの資料についても、
農林業システムへ反映できるよう
デジタル化を進めます。

日原地域の商業施設を公設民
営化し、「特産品等の売場」「交
流スペース」「買い物支援セン
ター」の３つの機能を集約し
た施設を整備します。
建設予定地：津和野町枕瀬

住宅の新築や改修に対して補
助金を交付することで、定住
促進と空き家の抑制を図りま
す。
補助金の詳細は津和野町ＨＰ
に掲載。

道路施設の長寿命化を図り、高
経年化対策を適切に実施し、住
民が安全・安心に利用できるよ
う整備を行います。３橋 2 ト
ンネルを、設計・工事予定。

令和４年３月の大雨強風等の
影響により劣化が進行した国
指定史跡「西周旧居」の保存
修理工事を２カ年の補助事業
にて実施します。

第 9 期津和野町老人保健福祉・
介護事業計画策定に係る実態
調査の集計・分析を行い資料
作成及び計画書の作成等の一
連業務を行います。

民間の活力を導入し、低コスト
な賃貸住宅の建設を促進するこ
とで、定住対策を図ります。
建設予定地：津和野町森村
構　造　等：木造２階建、８戸

385 万円

4,800 万円

433 万 2 千円

５億 6,465 万円 850 万円

２億 5,330 万円

1,080 万 1 千円 387 万 2 千円

4,000 万円

総務財政課　☎ 74・0028

環境生活課　☎ 72・0309

農林課　☎ 72・0653

つわの暮らし推進課　☎ 74・0092 つわの暮らし推進課　☎ 74・0092

教育委員会　☎ 72・1854 医療対策課　☎ 72・4088

建設課　☎ 74・0081 建設課　☎ 74・0081



7　広報つわの Public Relations Magazine Tsuwano Town　6

議会
事務局

つわの暮らし推進課

税務住民課
総合窓口

土地改良区

総務財政課

建設課

１F

２F

町長 下 森 博 之
副町長 島 田 賢 司

税務住民課
☎ 74-0069

課長 山 下 泰 三
課長補佐 篠 原　 徹

藤 井 安 弘
大 羽 克 仁
中 西 あ ゆ み
栩 木 恵 美
菅 田 祐 樹
石 川 大 樹
田 中　 弥

教育長 岩 本 要 二

商工観光課
☎ 72-0652

課長 堀　 重 樹
課長補佐心得 斎 藤 貴 達

内 谷　 元
山本香奈絵
永 田 達 哉
杉 原 摩 耶
村 田 隆 昭

（ 再 任 用 ）

歴史まちづくり推進室
（商工観光課内）

津和野町日本遺産センター
☎ 72-1901

総合窓口
（商工観光課内）

☎ 72-0663

湯 浅 典 子
滝 本 紘 士
松 原 治 毅
高 橋 和 也

医療対策課
☎ 72-4088

課長 清 水 浩 志
課長補佐 清 水 孝 倫

植 田 直 樹
河 野 雅 美
江 上 い ず み
市 村 美 奈
太 田 涼 太 郎
笹 木 康 平

地域包括支援センター
（医療対策課内）☎ 72-0683

教育委員会日原窓口
☎ 74-0302

次長補佐 大 垣　 隆
　村紗里菜

畑迫保育園
☎ 72-1595

園長 （兼務）土 井 泰 一
副園長 佐々木正子

篠 原 純 子
水 津 智 美
多久和沙奈子

大 谷　 高

建設課
☎ 74-0081

課長 安 村 義 夫
課長補佐 倉 木 正 行
課長補佐 三 浦 誠 二

川 﨑 優 一
三 浦 香 織
金 山 大 将
永 岡 謙 太
　 川 健 太
武 田 雄 大

木 村 雄 大

土地改良区
（建設課内）

議会事務局
☎ 74-0089

事務局長 中 田 紀 子

環境生活課
☎ 72-0309

課長 野 田 裕 一
課長補佐 瀧 山 浩 美

石 川 卓 弥
日 熊 憲 明
俵　 知 巳
小 柴 陽 介
石 川 元 揮
福 中 孔 介
古 山 智 之
山 本 慎 吾

（ 再 任 用 ）

健康福祉課
☎ 72-0651

課長 土 井 泰 一
課長補佐 青 木 育 世

三 沢 　 智
水 津 太 志
阿 部 純 子
城 市 浩 輔
伊 藤 美 里
村 上 千 絵
酒 巻　 彰
小 山 久 美
小 川 絢 子
岡 本 麻 耶
宗 田 莉 奈

津和野庁舎津和野庁舎

本庁舎本庁舎
つわの暮らし推進課

☎ 74-0092
課長 宮 内 秀 和

課長補佐 山 本 早 苗
佐 伯　 晃
岸 田 浩 明
陶 山 尚 美
横 田 雄 一
豊 田 悠 策
森 本 啓 介

買い物支援センター
☎ 74-0773

出納室
☎ 74-0082

会計管理者 青木早知枝

石川慎太朗

総務財政課
☎ 74-0028

課長 益 井 仁 志
課長補佐 岸 田 道 治
課長補佐 須 川 寿 賀 子

樋 口 和 宏
阿 部 光 博
山 本　 淳
清 水 健 太
三 宅 将 平
藤 村 美 希
大 庭 耕 平

危機管理室
（総務財政課内）

〒 699-5292 津和野町枕瀬 218 番地 18

〒 699-5605 津和野町後田ロ 64 番地 6

津和野共存病院内津和野共存病院内
〒 699-5604 津和野町森村ロ 141

農林課
☎ 72-0653

課長 小 藤 信 行
課長補佐 村 上 宏 志

長 島 敬 太
品 川 達 哉
岡 本 直 也
清 水 敬 太
松 村 裕 也
長 嶺 将 志
後 藤 一 朗
桑 原 正 勝

（ 再 任 用 ）

農業委員会
農業担い手支援センター

（農林課内）

教育委員会
☎ 72-1854

教育次長 山 本 博 之
次長補佐 宮 田 健 一
次長補佐 楠 寛

伊 藤 悟 郎
村 上 剛 士
倉 木 翔 史
中 島 亜 希 子
大 庭 美 里
一 色 翔 太
齋 藤 律 希
齋 藤 道 夫

（ 再 任 用 ）

０歳児からのひとづくり推進室
（教育委員会内）

郷土館
☎ 72-0300

館長 （兼務） 岩 本 要 二
小 杉 紗 友 美
河 良 純 平

日原天文台
☎ 74-1646

台長 （兼務）山 本 博 之
椋 木 将 史

福祉事務所（健康福祉課内）
☎ 72-0673

所長 （兼務） 土 井 泰 一
課長補佐 藤 本 憲 児

石 井 崇 恵
松 崎 多 加 志
三 浦　 翔
佐 藤 凜 太 朗
吉 永 美 拓
田 中 　 仁

こども家庭センター
（健康福祉課内）

令和５年度

退職者
（令和５年
3 月31日付）

村 田 隆 昭
弘 田 有 希 恵
三 浦　 彩

益田地区広域市町村圏
事務組合（派遣）

柳 井 宏 樹

給食センター
☎ 72-1143

センター長 （兼務） 山 本 博 之
松 本 利 和
山 本　 徹
田 村 鉄 治

学校給食共同調理場

場長 （兼務） 山 本 博 之
井 上 史 子

日原図書館
☎ 74-0355

津和野図書館
☎ 72-0155

Ｗ・Ｃ
Ｗ・Ｃ

教
育
委
員
会

商
工
観
光
課

総
合
窓
口

参事 教育長

健
康
福
祉
課

（
福
祉
事
務
所
）

保
健
予
防
係

環境生活課

農林課
農業委員会

農業担い手支援センター
土地改良区

農林課
農業委員会

農業担い手支援センター

　

総
合
窓
口

商
工
観
光
課

職 員 配 置
総合窓口・住民係
（税務住民課内）

☎ 74-0059

齋 藤　 彩
竹 田 亨 志
宮 下 将 典
青 柳 秀 太
原 田 奈 都
定 富　 槻

令和５年 4 月１日付け人事異動で職員の配置が次の通り変更となっています。
公民館、保育園などの庁舎以外の住所等については各施設へお問合せ下さい。

美術館・保育園等施設美術館・保育園等施設
桑原史成写真美術館

※御用の際には安野光雅美術館
　（☎ 72-4155）へおかけ下さい。

館長 （兼務） 山 本 博 之
次長補佐 （兼務） 青 木 貴 志

津和野今昔館
※御用の際には森鷗外記念館
　（☎ 72-3210）へおかけ下さい。

館長 （兼務） 山 本 博 之
（兼務） 大 山 優 子

青原保育園
☎ 75-0230

園長 （兼務）土 井 泰 一
副園長 柳 井 江 利 子
副園長 佐々木かおり

石 村 直 子
長 嶺 ふ た ば
岩 田 夢 花
竹 内 留 美
宅 野 文 子

（ 再 任 用 ）

津和野町東京事務所
☎ 03-5615-8358

所長（兼務）堀　 重 樹

次長 内 藤 雅 義
（ 再 任 用 ）

森鷗外記念館
☎ 72-3210

副館長 （兼務）青 木 貴 志
大 山 優 子

安野光雅美術館
☎ 72-4155

副館長 青 木 貴 志
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大会への抱負などを述べられました

下森町長と激励金交付を受けた皆さん

殿町通りを駆け抜けるランナーの皆さん

下森町長 （左） と水津さん （右）

第 33 回つわのＳＬ健康マラソンを開催

津和野町激励金交付式を行いました

教育委員会☎ 72-1854

教育委員会☎ 72-1854

３
月
12
日
（
日
）、
晴
天
に

恵
ま
れ
た
中
、
第
33
回
つ
わ
の

Ｓ
Ｌ
健
康
マ
ラ
ソ
ン
を
開
催
し

ま
し
た
。

本
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
等
に
よ
り
、
近

年
開
催
が
見
送
ら
れ
て
お
り
、

今
大
会
は
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
全
国
各
地
か
ら

約
３
５
０
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
集

ま
り
、
早
春
の
津
和
野
町
内
を

駆
け
抜
け
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ま
、
町
民
の

皆
さ
ま
、
役
員
の
ご
協
力
、
沿

道
で
の
ご
声
援
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

結
果
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

津
和
野
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
し
て
お
り
ま
す
。

全
国
高
等
学
校
選
抜
卓
球
大
会

３
月
17
日
（
金
）、
役
場
本

庁
舎
に
お
い
て
、
第
49
回
全
国

高
等
学
校
選
抜
卓
球
大
会
の
団

体
戦
に
出
場
さ
れ
た
明
誠
高
校

２
年
生
の
水
津
團だ

ん

さ
ん
へ
の
激

励
金
交
付
式
が
行
わ
れ
、
町
長

よ
り
激
励
の
言
葉
と
と
も
に
、

激
励
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
３
月
18
日
（
土
）

～
21
日
（
火
）
日
程
で
滋
賀
県

に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
水
津
さ

ん
の
所
属
す
る
明
誠
高
校
は
惜

し
く
も
本
選
出
場
は
か
な
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

全
国
小
中
学
生
か
る
た
選
手
権

大
会３

月
24
日
（
金
）、
役
場
本

庁
舎
に
お
い
て
、
第
53
回
全
国

小
中
学
生
か
る
た
選
手
権
大
会

に
出
場
さ
れ
た
、
津
和
野
小
学

校
２
年
栗
栖
大た

い
ら頼
さ
ん
、
津
和

野
小
学
校
３
年
品
川
光こ

う
た
ろ
う

太
郎

さ
ん
、
日
原
中
学
校
２
年
橘

芽め

ぐ

み
空
見
さ
ん
へ
の
激
励
金
交
付

式
が
行
わ
れ
、
町
長
よ
り
激
励

の
言
葉
と
と
も
に
激
励
金
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
３
月
26
日
（
日
）

に
滋
賀
県
で
開
催
さ
れ
、
品
川

さ
ん
、
橘
さ
ん
は
惜
し
く
も
一

回
戦
で
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
栗
栖
さ
ん
は
小
学
２
年
生

以
下
の
部
に
お
い
て
４
位
入
賞

し
ま
し
た
。

津
和
野
町
体
育
協
会
か
ら
の
激

励
金
交
付

津
和
野
町
体
育
協
会
か
ら
、

Ｊ
Ｆ
Ａ
第
13
回
全
日
本
女
子
Ｕ

15
フ
ッ
ト
サ
ル
選
手
権
大
会
に

出
場
さ
れ
た
森
元
杏あ

ん
り俐
さ
ん
、

岡
﨑
花か

ほ穂
さ
ん
、
全
日
本
少
年

秋
季
軟
式
野
球
中
国
大
会
に
出

場
さ
れ
た
山
本
優ゆ

う
し
ん真
さ
ん
、
中

村
大や

ま
と和
さ
ん
、
濵
田
正ま

さ
み海
さ

ん
、
中
国
中
学
校
陸
上
競
技
選

手
権
大
会
に
出
場
さ
れ
た
、
中

島
未み

く空
さ
ん
、
長
嶺
花か

の
ん音
さ
ん

へ
激
励
金
が
交
付
さ
れ
て
い
ま

す
。

激
励
金
交
付
に
つ
い
て

町
内
に
住
所
の
あ
る
個
人
の

方
や
在
学
す
る
生
徒
の
方
で
、

ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
等
で
全
国
大

会
に
出
場
す
る
場
合
は
、
激
励

金
の
交
付
に
該
当
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
津
和
野
町
体
育
協
会

に
お
い
て
も
、
ス
ポ
ー
ツ
の
大

会
で
中
国
大
会
に
出
場
さ
れ
る

方
に
対
し
て
激
励
金
が
交
付
さ

れ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

詳
し
く
は
教
育
委
員
会
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

イベントで調理された鷗外食 トークイベントの様子

商工観光課☎ 72-0652

３
月
26
日
（
日
）、
津
和
野

体
育
館
で
森
鷗
外
没
後
１
０
０

周
年
・
津
和
野
駅
開
業
１
０
0

周
年
記
念
事
業
「
鷗
外
先
生
の

食
卓
～
我
が
家
で
つ
く
る
鷗
外

食
～
」
と
題
し
、
ク
ッ
キ
ン
グ

＆
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
が
、
森
鷗

外
没
後
１
０
０
周
年
・
津
和
野

駅
開
業
１
０
０
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会
の
主
催
に
よ
り
行

わ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
お
笑
い

コ
ン
ビ
「
ニ
ッ
チ
ェ
」
の
江
上

敬
子
さ
ん
（
津
和
野
町
出
身
）

と
近
藤
く
み
こ
さ
ん
、
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
の
平
川
翔
也
さ
ん
（
津

和
野
町
出
身
）
ら
が
鷗
外
が
生

前
好
ん
で
食
べ
て
い
た
料
理
を

再
現
し
た
「
鷗
外
食
」
に
つ
い

て
語
り
、
考
案
レ
シ
ピ
を
基
に

調
理
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
町
内

外
か
ら
約
３
５
０
人
が
来
場
し

ま
し
た
。

江
上
さ
ん
は
、
鷗
外
食
再
現

レ
シ
ピ
の
「
炒
り
卵
入
り
お
に

ぎ
り
」、
ア
レ
ン
ジ
レ
シ
ピ
の

「
ア
ユ
の
炊
き
込
み
ご
飯
お
に

ぎ
り
」「
里
芋
の
竜
田
揚
げ
」「
饅

頭
茶
漬
け
」
の
４
品
を
ス
テ
ー

ジ
で
調
理
し
、
完
成
し
た
料
理

は
、
抽
選
で
選
ば
れ
た
来
場
者

３
名
と
関
係
者
の
ほ
か
、
日
本

あ
ん
こ
協
会
の
に
し
い
あ
ん
こ

会
長
な
ど
が
試
食
し
、
そ
れ
ぞ

れ
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

今
回
考
案
さ
れ
た
レ
シ
ピ

は
、
津
和
野
町
の
新
た
な
食
の

魅
力
と
し
て
様
々
な
場
面
で
活

用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

鷗外先生の食卓～我が家でつくる鷗外食～が開催されました

商工観光課☎ 72-0652

町
を
は
じ
め
、
国
、
県
が
行

う
観
光
産
業
に
関
連
す
る
事
業

者
の
皆
さ
ま
が
活
用
可
能
な
補

助
金
等
の
情
報
は
、
津
和
野
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
随
時
最
新
情

報
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

「
施
設
の
改
修
を
し
た
い
」、

「
新
商
品
を
開
発
し
た
い
」「
新

し
い
販
路
を
開
拓
し
た
い
」
な

ど
皆
さ
ま
の
事
業
に
つ
い
て

『
観
光
』
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
幅

広
に
公
開
し
て
い
ま
す
。
多
く

の
補
助
金
の
申
請
に
は
、
募
集

期
間
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
期

間
中
に
申
請
を
行
わ
な
い
と
受

け
ら
れ
な
い
も
の
、
補
助
金
ご

と
に
支
援
す
る
総
額
が
決
ま
っ

て
い
る
た
め
予
算
に
到
達
次
第

終
了
と
い
っ
た
も
の
な
ど
メ
ニ

ュ
ー
に
よ
っ
て
様
々
で
す
。

情
報
は
、
津
和
野
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
事
業
者
の
方
へ
」
メ

ニ
ュ
ー
か
ら
表
示
さ
れ
る
「
観

光
・
景
観
」
を
選
ぶ
こ
と
で
一

覧
が
表
示
さ
れ
ま
す
。（
左
図

参
照
）

観光関連の補助金情報は町ＨＰで公開中
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令和５年度固定資産税縦覧帳簿の縦覧について全国戦没者追悼式の参列者を募集します
税務住民課☎ 74-0069

税務住民課☎ 74-0069

縦
覧
制
度
と
は
、
納
税
者
に

他
の
資
産
に
つ
い
て
も
縦
覧

し
、
評
価
額
を
比
較
す
る
こ
と

で
、
評
価
額
の
適
正
さ
を
確
認

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
制
度
で

す
。縦

覧
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

必
要
書
類
を
持
参
の
う
え
、
ご

来
庁
く
だ
さ
い
。

１
．
縦
覧
期
間

　

４
月
３
日 

（
月
）
～
５
月
31

（
水
）　

９
時
～
17
時
（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）

２
．
縦
覧
場
所
（
役
場
）

・
本
庁
舎　

税
務
住
民
課

・
津
和
野
庁
舎　

商
工
観
光
課

総
合
窓
口

３
．
縦
覧
で
き
る
方

①
「
津
和
野
町
の
固
定
資
産
税

の
納
税
者
」
及
び
代
理
人

②
委
任
を
受
け
た
納
税
管
理
人

③
委
任
を
受
け
た
同
居
の
親
族

　
（
納
税
管
理
人
と
同
居
の
親

族
に
つ
い
て
は
、
納
税
通
知

書
又
は
課
税
明
細
書
の
提

示
が
あ
れ
ば
委
任
が
あ
っ

た
も
の
と
み
な
し
ま
す
。）

・「
土
地
」
の
み
所
有
し
て
い

る
方
は
「
土
地
」
に
つ
い
て

の
み
縦
覧
で
き
ま
す
。

・「
家
屋
」
の
み
所
有
し
て
い

令
和
５
年
度
よ
り
、
津
和
野
町

を
含
む
全
国
多
く
の
自
治
体
で
固

定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
（
種
別

割
）
に
地
方
税
統
一
Q
Ｒ
コ
ー
ド

（
ｅ
Ｌ
‐
Ｑ
R
）
が
記
載
さ
れ
ま

す
。
地
方
税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が

記
載
さ
れ
た
納
付
書
は
、
左
記
の

と
お
り
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

納
付
可
能
場
所

・
役
場　

・
山
陰
合
同
銀
行

・
西
中
国
信
用
金
庫

・
島
根
県
農
業
協
同
組
合

・
そ
の
他
、
全
国
の
地
方
税
統

一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
対
応
金
融

機
関
窓
口

※
対
応
金
融
機
関
に
つ
き
ま
し
て

は
、
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ

ム
（
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
）
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ
る
支
払

地
方
税
共
同
機
構
の
「
地
方

税
お
支
払
い
サ
イ
ト
」
か
ら
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
な
ど
に
よ
る

納
付
も
可
能
と
な
り
ま
す
。
詳
細

は
、
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
「
地

方
税
お
支
払
い
サ
イ
ト
」
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

※
固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
（
種

る
方
は
「
家
屋
」
に
つ
い
て

の
み
縦
覧
で
き
ま
す
。

・「
土
地
・
家
屋
」
を
所
有
し

て
い
る
方
は
「
土
地
・
家
屋
」

に
つ
い
て
縦
覧
で
き
ま
す
。

※
た
だ
し
、
他
の
市
町
村
の
納

税
者
は
当
町
の
縦
覧
帳
簿
は

縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。

４
．
必
要
書
類
等

①
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で

き
る
も
の
。

・
納
税
通
知
書
又
は
課
税
明
細

書
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運

転
免
許
証
、
身
分
証
明
書
、

健
康
保
険
証
等

②
代
理
人
の
場
合
、
代
理
権
限

を
授
与
さ
れ
た
「
代
理
人
選

任
届
」
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

５
．
縦
覧
手
数
料

　

無
料

別
割
）
納
付
書
に
つ
い
て
は
、

４
月
よ
り
切
り
替
え
を
行
っ
て

い
ま
す
。
切
り
替
え
前
に
発
行

さ
れ
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
な
い
納

付
書
に
つ
い
て
も
従
来
通
り
指

定
窓
口
に
て
ご
利
用
可
能
で
す
。

※
納
期
限
を
過
ぎ
た
納
付
書
に

つ
い
て
、「
地
方
税
お
支
払
い

サ
イ
ト
」
に
よ
る
決
済
は
使
用

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
金
融
機
関

窓
口
に
て
納
付
く
だ
さ
い
。

※
電
子
決
済
で
は
通
信
料
が
自

己
負
担
と
な
る
ほ
か
、
別
途
手

数
料
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。詳
し
く
は
、各
ク
レ
ジ
ッ

ト
会
社
や
各
ア
プ
リ
等
の
提
供

会
社
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
電
子
決
済
で
納
付
し
た
場
合

は
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ 

（
軽
自
動
車

税
納
付
確
認
シ
ス
テ
ム
）
に

登
録
さ
れ
る
ま
で
支
払
手
続

完
了
か
ら
２
週
間
程
度
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
車
検

の
予
定
が
あ
る
方
は
早
め
の

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
電
子
決
済
の
場
合
、
領
収
証
書
は

発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
電
子
決

済
済
み
の
納
付
書
を
再
度
使
用
さ

れ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
株
式
会
社
デ
ン

ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

令和５年度より発行する固定資産税、軽自動車税 ( 種別割 ) について、
地方税統一 QR コード (eL-QR) が記載されます『総合医』のおはなし

『総合医』による診療の様子

医療対策課☎ 72-4088

み
な
さ
ん
は
『
総
合
医
』
と

い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
？　

「
内
科
医
」
や
「
外
科
医
」

な
ど
が
各
診
療
科
を
専
門
と
し

た
医
師
で
あ
る
の
に
対
し
、『
総

合
医
』
は
診
療
科
や
臓
器
、
老

若
男
女
に
関
係
な
く
「
ま
ず
は

何
で
も
診
ま
す
！
」
と
い
う
医

師
の
こ
と
で
す
。

津
和
野
町
の
よ
う
な
地
方
で

は
、
都
会
と
異
な
り
慢
性
的
な

医
師
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
も
そ
も
の
医
師
数
が
少

な
い
う
え
に
、
人
口
減
少
に
よ

り
患
者
の
数
も
減
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
専
門
的
診
療
科
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
登
場
す
る
の
が
『
総

合
医
』
で
す
。

総
合
医
と
は
、
１
人
の
医
師

が
い
ろ
い
ろ
な
症
状
の
患
者
を

診
察
し
、
も
し
専
門
的
治
療
が

必
要
と
さ
れ
る
場
合
に
は
、
専

門
の
医
療
機
関
へ
適
切
に
紹
介

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
患
者
の
病

気
だ
け
で
は
な
く
、生
活
習
慣
、

家
庭
環
境
、
経
済
状
況
、
精
神

面
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
状
況
も
視

野
に
入
れ
て
治
療
方
針
を
立

て
、「
患
者
を
総
合
的
に
診
る
」

と
い
う
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で

す
。よ

く
あ
る
病
気
（
風
邪
の
症

状
、
腹
痛
、
下
痢
、
ア
レ
ル
ギ

ー
症
状
な
ど
）
の
診
療
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
体
調
が
悪
い
け

ど
、
ど
の
医
療
機
関
に
行
け
ば

よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
時
、
お

子
さ
ん
の
具
合
が
悪
い
時
な
ど

に
も
頼
り
に
な
り
ま
す
。

現
在
、
津
和
野
共
存
病
院
で

は
４
人
の
若
い
総
合
医
が
活
躍

し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
体
調
が
良
く
な

い
時
や
健
康
に
不
安
が
あ
る
時

な
ど
に
は
、
安
心
し
て
お
近
く

の
『
総
合
医
』
を
訪
ね
て
み
て

く
だ
さ
い
。

島
根
県
で
は
、
先
の
大
戦
に

よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
に
追
悼

の
誠
を
さ
さ
げ
、
平
和
を
祈
念

す
る
た
め
、
政
府
主
催
に
よ
り

実
施
さ
れ
る
『
全
国
戦
没
者
追

悼
式
式
典
』
に
島
根
県
遺
族
代

表
と
し
て
参
列
し
て
い
た
だ
く

方
を
募
集
し
ま
す
。

〇
と
き

　

8
月
14
日（
月
）～
15
日（
火
）

　

1
泊
2
日（
式
典
は
15
日
）

〇
と
こ
ろ

　

日
本
武
道
館
（
東
京
都
千
代

田
区
北
の
丸
公
園
2
番
3
号
）

〇
対
象

　

次
の
全
て
を
満
た
す
県
内
在
住
者

①
日
華
事
変
（
昭
和
12
年
7
月

7
日
）
以
降
の
軍
人
・
軍
属

等
戦
没
者
の
遺
族

②
戦
没
者
の
遺
族
で
あ
る
配
偶

者
、
子
、
父
母
、
兄
弟
姉
妹
、

孫
、
甥
姪
、
曽
孫
、
子
・
兄

弟
姉
妹
・
孫
・
甥
姪
の
配
偶

者
、
18
歳
未
満
の
遺
族
（
令

和
5
年
8
月
15
日
時
点
）
と

そ
の
保
護
者

③
健
康
状
態
良
好
で
、
2
日
間

の
団
体
行
動
に
耐
え
ら
れ

る
方
（
介
助
者
な
し
で
行
動

が
可
能
で
あ
る
こ
と
）

〇
参
加
費

　

松
江
市
を
起
点
と
し
た
東

京
ま
で
の
往
復
運
賃
と
宿
泊

費
は
公
費
で
定
額
助
成
し
ま

す
。
そ
の
他
の
費
用
は
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。（
参
加

費
は
無
料
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。）

○
申
込
期
限

　

5
月
26
日

○
応
募
方
法

　
健
康
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〇
そ
の
他

①
応
募
者
の
中
か
ら
続
柄
、
年

齢
等
を
考
慮
の
う
え
県
で

選
考
い
た
し
ま
す
。

②
参
列
に
つ
い
て
は
、
一
般
財
団

法
人
島
根
県
遺
族
連
合
会
が
主

催
す
る
旅
行
団
に
よ
り
実
施
し
、

集
合
か
ら
解
散
ま
で
は
原
則
す

べ
て
団
体
行
動
と
な
り
ま
す
。

③
参
列
が
決
定
し
て
か
ら
辞
退
さ

れ
る
と
、
時
期
に
よ
っ
て
は

キ
ャ
ン
セ
ル
料
を
支
払
っ
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

④
選
考
結
果
は
、
７
月
上
旬
頃

ま
で
に
島
根
県
よ
り
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

⑤
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
状
況
に
よ
り
変
更

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

健康福祉課☎ 72-0673
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健康福祉課☎ 72-0673

「民生委員・児童委員の日　活動強化週間」について
～身近に感じてください！あなたのまちの民生委員 ･ 児童委員～

【日原地域】 【津和野地域】

担当行政地区 住　所 氏　　名 担当行政地区 住　所 氏　　名

上横道・下横道 上横道 森　本　正　子 鷲原1・鷲原2上 鷲原1 三　宅　　　隆

一の谷・左鐙東 左鐙東 益　成　龍　一 門林・中座1 門林 坂　本　まゆみ

左鐙西 左鐙西 水　津　喜　雄 中座２ 中座２ 廣　石　洋　子

畳 畳 内　田　真理子 町田・鷲原２下 町田 桑　原　泰　彦

滝元上・滝元下 滝元下 山　下　さつき 森１ 森1 吉　田　　　慧

小直 小直 村　上　裕　子 森３ 森3 中　村　博　己
木ノ口上・木ノ口下・木ノ口住宅 木ノ口下 中　岡　　　誠 森２・森４ 森4 勝　間　竹　代

枕瀬東 枕瀬東 平　野　政　子 東１ 東1 栗　栖　美由紀

新地・営林署・枕瀬西 枕瀬西 矢　上　孝　子 東２ 東2 島　田　惠佐子

栄町・旭町上・旭町下 栄町 河　野　良　範 本町１・本町２ 本町1 大　羽　章　夫

扇町・春日町 扇町 村　上　　　知 北1・北２・北３ 北2 木　村　厚　雄

幸町・山根町 幸町 村　上　浩　二 西１・西2・西３ 西2 富　岡　園　子
金見町上・金見町下・清水町 清水町 大　石　澄　子 畑迫・西谷出合・市尾・木毛 市尾・戸谷 宮　本　　　昇

野口・脇本 野口 村　上　和　則 上横瀬・下横瀬・山入・虹ヶ谷 山入 山　田　浩　基

三渡曽庭・堤田 堤田 齋　藤　　　都 上高野・下高野・吉ヶ原・野中 下高野 石　川　勝　則

野地 野地 石　川　和　博 中原・鳥井・喜時雨・高田 高田 三　浦　すま子
日浦東・日浦西・下左鐙・須川元郷 須川元郷 田　中　惠　子 牧ヶ野・白井木尾谷・徳次田代 白井木尾谷 板　垣　節　子

相撲ヶ原上・相撲ヶ原下 相撲ヶ原下 中　岡　豊　美 豊稼・奥ヶ野・三歩市 奥ヶ野 伊　藤　千枝子

商人下・程彼 商人下 藤　山　興　子 福谷・本郷・長野 本郷 柳　井　晴　子

宿谷・柳 柳 安　野　関　夫 中川 中川 村　本　美　和

小瀬・青原団地 小瀬 大　庭　八惠子 下組・川尻 川尻 桑　原　千　歳

大木・鹿谷・二俣 鹿谷 大　庭　靖　正 中組・畑・小野 小野 有　田　静　子

青原 青原 世　良　惠　子 吹野上・吹野下 吹野上 桑　原　八惠子

添谷 添谷 水　津　敦　己 直地上・笹山 直地上 木　村　一　広

主任児童委員 日浦東 藤　井　文　枝 下千原・日浦 下千原 岩　道　勝　彦

主任児童委員 枕瀬西 廣　瀬　早　苗 上千原・岩瀬戸・商人上 岩瀬戸 大　羽　喜久夫

寺田上・寺田下 寺田下 倉　益　正　光

和田・麓耕・野広 麓耕 村　上　嚴　雄

主任児童委員 市尾 萩　野　泰　道

主任児童委員 東１ 村　上　一　恵

【任期：令和4年12月1日～令和7年11月30日】

　５月 12日（金）は全国民生委員児童委員連合会が定める「民生委員・児童委員の日」です。
この日から 18日（木）までが「活動強化週間」として位置づけられています。
　民生委員・児童委員は地域住民が抱える悩みごとや、地域で発見した課題を解決するために、
行政への働きかけ、専門機関への紹介、必要なサービスの紹介や連絡などの役割を果たしてい
ます。
　また、誰もが安心して住み続けられる地域づくりのために、町民や関係機関・団体と連携、協
力して地域の絆づくりを進め、地域福祉の充実のための取り組みを日々進めています。
　この「活動強化週間」を契機として、地域のみなさまに民生委員・児童委員を身近に感じて
いただき、その活動に対する理解を深めるとともに、活動の更なる活性化につながっていきま
すようご協力よろしくお願いします。
　なお、あなたの地区担当　民生委員・児童委員は以下のとおりとなります。

平成 29 年 3 月に形成さ
れた山口県央連携都市圏
域。ここでは圏域のイベ
ント情報を紹介します。
　 日時　　場所　　料金　　問合先

NHK 交響楽団トランペット首席奏者・
菊本和昭を中心に日本トップレベルの
ブラスの響きをお楽しみください。
　５月27日 （土） 14 時～ （開場：13 時 30 分）
　一般 3,000 円、 ユース 1,000 円
　秋吉台国際芸術村☎ 0837-63-0020
　
藩政期から続く港町・浜崎伝建地区を
舞台に、旧家に代々伝わるおたからの
数々を特別に公開する年に１度のイベ
ントです。ガイドツアーや、国指定史
跡旧萩藩御船倉でのコンサート、スタ
ンプラリー、地元の特産物販売や食堂
グルメなどが楽しめます。

　５月 21 日（日）９時～ 15 時
　萩市浜崎本町筋周辺
　萩市文化財保護課
　☎ 0838-25-3238

通常展示をコンパクトにまとめ、山陽
小野田市の歴史や文化財の特徴をどな
たにでも分かりやすく紹介しています。
主な内容：厚狭毛利家文書、開作のま
ち、小野田セメントと笠井家など
　６月６日 （火） ９時～ 16 時 30 分
　　山陽小野田市歴史民俗資料館
　　☎ 0836-83-5600

期間中にキッチンカー、音楽演奏や大
道芸人によるパフォーマンスが毎日楽
しめます。７日（日）には芝生広場に
てビアガーデンも開催。※詳細はとき
わ公園HPをご覧ください。
　５月３日 （水） ～７日 （日）
　10 時～ 16 時
　ときわ遊園地
　ときわ公園課　☎ 0836-54-0551

ドイツビールの祭典が４年ぶりに山口
へやってきます。ビールだけでなく、
ご家族がゆっくりお楽しみいただける
アトラクションや、山口県央連携都
市圏域の市町の特産品などを販売する
ブースも出店します。
　４月 28 日 （金） ～５月７日 （日） 
　11 時～ 21 時（平日は 16 時～ 21 時）
　山口市中央公園
　山口朝日放送株式会社
　☎ 083-933-1129
　山口情報芸術センター
　☎ 083-901-2222
食品サンプルメーカーの社内コンクー
ル作品を中心に、遊び心とユーモア、
そしてリアリティに溢れるおいしく楽
しい作品を、さわって、撮って、楽し
みながら堪能できる特別展です。
　７月９日（日）まで
　９時 30 分～ 17 時 （入館：16 時 30 分まで）
　大人 510 円、小中学生 200 円
　　防府市青少年科学館 （ソラール）
　　☎ 0835-26-5050

圏域での圏域での
その他イベント情報その他イベント情報

　美祢市　NHK 交響楽団メンバーによる金管五重奏

　　萩市　　浜崎伝建おたから博物館

　　　　　　常設展示特設コーナー
　　　　　　「10分でわかる山陽小野田市の歴史」

　　宇部市　　ときわ公園の GW

　　　　開館 25 周年特別展「食品サンプル展
　　　　～さわって、撮って、科学する！～ 」 

　山口市　 山口オクトーバーフェスト 2023

山陽小野田市 

防府市 

国民年金保険料学生納付特例制度のご案内
健康福祉課☎ 72-0651
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各料金・税金は納付期限までに
納付しないと、20 日以内に督
促状を発送します。
その後の納付には 100 円の手
数料が別途必要となります。

■行政相談
総務財政課･････････☎74-0028
■交通事故相談　島根県交通
事故相談所･☎0852-22-5102

■無料人権相談
税務住民課･････････☎74-0059
■健康相談 , 育児相談 , 乳児・

幼児健診 , 手話生活相談 ,
若者なんでも相談会 , ワー
ク WORK 相談

健康福祉課･････････☎72-0657
　　　　　･････････☎72-0673
■心配ごと相談（各地区含む）,

無料法律相談
■月いちボランティア
　　　　　　　社会福祉協議会
津和野支所･･･････☎72-1494

■明るい生活相談
　　　　　　　社会福祉協議会
本所日原支所･････☎74-1617

■パソコン教室 , フラダンス
日原中央公民館･････☎74-0302
■水彩画教室
津和野町民センター･☎72-2070
■キラキラ体操教室 , 元気

アップ教室 , フォロー教室
地域包括支援センター☎72-0683
■断酒会　断酒会鹿足支部
	 ☎090-9061-8012

※１ 地域運動推進員サロン活
動・研修会

※２ ひまわりクラブ
※３ 家庭のあり方を見つめなお

し、家族でふれあう時間を作
るために設けられた日

主な行事のお問合せ先

町税等の支払いは口座振町税等の支払いは口座振
替が便利でおススメです替が便利でおススメです

金 -Friday-木 -Thursday-水 -Wednesday- 土 -Saturday-

納期限 5 月 31 日

火 -Tuesday-月 -Monday-日 -Sunday-

日原中央公民館中央
町セ 津和野町民センター
福セ 津和野町福祉センター

やま 保健福祉センターやまびこ日原公民館日公 津和野温泉なごみの里
シルクウェイにちはら

なごみ
シルク

５５
固定資産税固定資産税・・・・第 1 期第 1 期
軽自動車税軽自動車税・・・・第 1 期第 1 期
国民健康保険税…第 2 期国民健康保険税…第 2 期
後期高齢者医療保険料後期高齢者医療保険料
・・・・・・・・・・・・・・第 2 期第 2 期
介護保険料介護保険料・・・・第 2 期第 2 期

◎こころの相談
（まちせ /13:00~16:00）

23

16

98

15

22

302928

21

14

7	

221

◎しまね家庭の日※ 3

◎第 163 回輪読鷗外
（森鷗外記念館 /10:00~11:00）

◎パソコン教室
（日原公 /10:00~12:00）

◎キラキラ体操教室
（まちせ /10:30~11:30）

◎乳児健診
（まちせ / 午後）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）
◎さわやか会※１

 （青原公民館 /13:30~15:00)

◎つわのオレンジカフェほっと
（畑迫ほたるの宿 /10:00~12:00）

◎小川はつらつクラブ※ 1

（小川公民館 /14:00~15:30）

◎安蔵寺山ブナ林自然観察会
（奥谷駐車場 /8:30~）

◎「道の駅」シルクウェイにち
はら 24 周年感謝祭

（シルク   /9:00~16:00）

◎畑迫 HBG 体操クラブ※１

（畑迫公民館 /10:00~11:30）
◎ DL やまぐち号運行日

（津和野着 12:58/ 津和野発 15:54）

◎パソコン教室
 （日原公 /10:00~12:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）
◎さわやか会※１

 （青原公民館 /13:30~15:00)

日公

◎パソコン教室 
（日原公 /10:00~12:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）
◎さわやか会※１

（青原公民館 /13:30~15:00)
◎音読会 
（津和野図書館 /14:00~）

　　  ◎ぴょんぴょん教室
      （日原子育て支援センター /9:30~11:00）

◎パソコン教室（日原公 /10:00~12:00）
◎つわのオレンジカフェほっと
（社協津和野支所/10:00~12:00）

◎名賀のぞみクラブ※１

 （名賀地域ｾﾝﾀｰ /10:00~11:30）
◎キラキラ体操教室
（池河公民館 /10:30~11:30）
（やまび /13:30~14:30）

◎いきいき百歳体操※ 2 （まちせ /13:00~）
◎さわやか会※１

 （青原公民館 /13:30~15:00)
◎音読会 （津和野図書館/14:00~）

◎育児栄養相談
（ 日 原 子 育 て 支 援 セ ン タ ー

/10:00~11:30）

27262524

31

20191817
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11 12 13

654

◎心配ごと相談・行政相談
（ふくせ /10:00~12:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）
◎ワーク WORK 相談
（ 障 が い 者 福 祉 セ ン タ ー 

/13:30~）

◎ひのきの湯
（なごみ /10:00~21:00）

◎手話生活相談
（役場本庁舎 /13:30~16:00）

◎断酒会
（プラサ枕瀬 /19:00~21:00）

◎明るい生活相談・行政相談・
　人権相談
（やまび /10:00~12:00）

◎囲碁クラブ
（プラサ枕瀬 /13:00~17:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）
◎無料法律相談
（ふくせ /13:30~16:00）

◎津和野地区ゴムバンド教室
（まちせ /10:00~11:30）

◎リハビリ来い、鯉クラブ※１

（まちせ /10:00~11:30）
◎あさぎりの湯定休日
（なごみ）

◎しょうぶ湯 
 （なごみ /10:00~21:00）

◎にこにこ会※１

（プラサ枕瀬 /10:00~11:30）
◎すみれ会※１

（小瀬会館 /13:30~15:00）
◎かけ橋の会 
（まちせ /14:00~16:00）

◎水彩画教室
（まちせ /19:00~）

◎断酒会 
（プラサ枕瀬 /19:00~21:00）

◎月いちボランティア
（社協津和野支所 /8:00~9:00）

◎幼児健診
（プラサ枕瀬 / 午後）

◎つわのオレンジカフェほっと
（やまび /13:30~15:15）

◎キラキラ体操教室
（畑迫公民館 /13:30~14:30）

◎フラダンス教室
（プラサ枕瀬 /13:30~14:30）

◎あさぎりの湯定休日
（なごみ）

◎ひのきの湯
（なごみ /10:00~21:00）

◎さくら会※１

（須川公民館 /10:00~11:30)
◎遺言・相続・後見相談
（やまび /13:30~16:00）

◎手話生活相談
（役場本庁舎 /13:30~16:00）

◎水彩画教室
（まちせ /19:00~）

◎断酒会
（まちせ /19:00~21:00）

◎ DL やまぐち号運行日
（津和野着 12:58/ 津和野発 15:54）

◎青野山ハイキング
（青野磧 /10:00~）

◎ DL やまぐち号運行日
（津和野着 12:58/ 津和野発 15:54）

◎津和野地区ゴムバンド教室
（まちせ /10:00~11:30）

◎ DL やまぐち号運行日
（津和野着 12:58/ 津和野発 15:54）

◎しょうぶ湯
（なごみ /10:00~21:00）

◎ DL やまぐち号運行日
（津和野着 12:58/ 津和野発 15:54）

◎日原図書館・津和野図書館
　休館日
◎しょうぶ湯 
（なごみ /10:00~21:00）

◎心配ごと相談・行政相談・
　人権相談
（ふくせ /10:00~12:00）

◎元気会※１（やまび /10:00~11:30）
◎若者なんでも相談会
（やまび /10:30~12:00）
（まちせ /13:30~15:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）
◎囲碁クラブ
（プラサ枕瀬 /13:00~17:00）

◎史談会（まちせ /13:30~）

◎あさぎりの湯定休日
（なごみ）

◎津和野町ＧＧ場５月定例大会
（シルク   /9:00~13:00）

◎育児栄養相談
（津和野子育て支援センター

/10:00~11:30）
◎フラダンス教室
（プラサ枕瀬 /13:30~14:30）

憲法記念日 みどりの日 こどもの日
◎パソコン教室 
（日原公 /10:00~12:00）

◎なかよし体操中座※１

（中座会館 /10:00~11:30)
◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）
◎さわやか会※１

（青原公民館 /13:30~15:00)

年末年始のお休み
　　◇ 12/29~31                               ◇ 12/29~1/4
　　・森鷗外記念館　　　　　　・津和野図書館
　　・安野光雅美術館　　　　　・日原図書館
　　・桑原史成写真美術館

　　◇ 12/30~1/4                             ◇ 1/1
　　・津和野町役場　　　　　　・日原天文台
　　・郷土館　　　　　　　　　（3 日及び４日についても休館）
　　・養老館　　　　　　　　　・星と森の科学館
　　・旧堀氏庭園　　　　　　　（3 日及び４日についても休館）
　　・旧畑迫病院

やま
福セ

福セ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ
町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

日公

日公

町セ

町セ

やま

やま

やまやま

やま

日公

シルク

シルク

町セ

日公

町セ

日公

町セ

町セ

なごみ

福セ
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公民館で中学生が地域の方と交流する様子

日
原
中
学
校
の
総
合
的
な
学
習

の
時
間
で
は
、「
ふ
る
さ
と
教
育
」

「
福
祉
教
育
」「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」

の
３
つ
の
柱
を
も
と
に
総
合
的
な

学
習
の
時
間
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
令
和
４
年
度
の
一
年
生
は
、

地
域
の
大
人
の
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
日
原

地
区
の
公
民
館
活
動
に
参
加
さ
せ

て
も
ら
っ
た
り
し
ま
し
た
。

自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
地
域

と
向
き
合
う
と
き
に
、「
自
分
の

こ
と
と
し
て
考
え
る
」
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
授
業
づ
く
り
や
声
か

け
を
意
識
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

様
々
な
活
動
そ
れ
ぞ
れ
が
単
発
の

も
の
で
は
な
く
、
お
互
い
の
つ
な

が
り
や
結
び
つ
き
を
実
感
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

年
度
当
初
は
、「
自
分
た
ち
中

学
生
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
」

と
い
う
様
子
で
し
た
が
、
あ
る

生
徒
が
「
公
民
館
な
ど
で
の
活

動
に
ま
ず
参
加
す
る
こ
と
だ
っ

た
ら
自
分
た
ち
に
も
で
き
る
」

と
、
中
学
生
の
自
分
に
も
で
き

る
こ
と
を
積
極
的
に
見
つ
け
て

発
言
す
る
様
子
が
見
ら
れ
た
こ

と
で
す
。
地
域
の
方
々
と
の
か

か
わ
り
、
特
に
実
際
に
公
民
館

な
ど
に
足
を
運
び
現
場
を
目
の

当
た
り
に
し
た
こ
と
で
、
考
え

が
変
わ
っ
て
き
た
の
か
な
と
思

い
ま
す
。

日
原
中
学
校
区
は
、
地
域
の

方
々
が
子
ど
も
達
の
活
動
に
つ

い
て
理
解
し
、
協
力
し
て
く
だ

さ
る
の
で
、
つ
い
つ
い
手
を
広

げ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め

今
後
も
「
生
徒
に
ど
ん
な
力
を

つ
け
て
ほ
し
い
か
、
そ
の
た
め

に
は
ど
ん
な
活
動
が
必
要
か
」

を
考
え
な
が
ら
授
業
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

も
っ
と
聞
き
た
い

先
生
の
お
話

「
０
歳
児
か
ら
の
ひ
と
づ
く

り
」
事
業
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
に
つ
い
て

①
挑
戦
の
連
鎖
を
生
む

　
安
心
・
安
全
の
土
壌

②
協
働
を
生
む
多
様
性
の

　
土
壌

③
問
う
・
問
わ
れ
る
対
話

　
の
土
壌

④
地
域
や
社
会
に
ひ
ら
か

　
れ
た
土
壌

　

町
内
小
中
学
校
の
先
生
方

に
、
学
校
で
の
特
色
あ
る
取
り

組
み
や
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る

思
い
を
お
聞
き
す
る
特
集
で
す
。 

　

今
回
は
、
日
原
中
学
校
で

一
年
生
の
「
総
合
的
な
学
習

の
時
間
」
の
授
業
設
計
を
担

当
し
て
お
ら
れ
る
泉い

ず
の
め妻

知
子

先
生
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
津
和
野
町
で
は
毎
年
、「
０
歳
児

か
ら
の
ひ
と
づ
く
り
」
事
業
に
関

す
る
効
果
を
は
か
る
た
め
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。「
大

人
に
な
っ
て
も
自
ら
学
び
続
け
る

ひ
と
」
の
育
成
に
向
け
て
、
地
域

総
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
と
り
ま
く

環
境
（
学
び
の
土
壌
）
を
豊
か
に

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
４
つ
の
指

標
を
設
け
て
い
ま
す
。
今
年
度
の

結
果
と
と
も
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
頑
張
る
人
を
応
援
す
る
雰
囲

　
気
が
あ
る

○
当
事
者
意
識
を
も
ち
挑
戦
す

　
る
人
が
周
囲
に
い
る

○
尊
敬
す
る
人
、
憧
れ
る
人
が

　
周
囲
に
い
る

○
周
囲
の
人
の
挑
戦
に
関
わ
れ

　
る
機
会
が
あ
る

○
気
兼
ね
な
く
本
音
を
発
言
で

　
き
る
雰
囲
気
が
あ
る

○
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
が
尊
重

　
さ
れ
る
雰
囲
気
が
あ
る

○
様
々
な
意
見
や
価
値
観
を
も

　
つ
人
と
の
関
わ
り
が
あ
る

○
立
場
や
役
割
を
超
え
て
の
協

　
働
が
あ
る

○
気
兼
ね
な
く
本
音
を
発
言
で

　
き
る
雰
囲
気
が
あ
る

○
一
緒
に
考
え
て
く
れ
る
仲
間

　
が
い
る

○
大
人
は
指
導
者
で
は
な
く
支

　
援
者
と
な
っ
て
い
る

○
振
り
返
り
の
機
会
が
あ
る

○
地
域
は
生
徒
を
積
極
的
に
受

　
け
入
れ
て
く
れ
る

○
地
域
の
課
題
や
資
源
に
繋
い

　
で
く
れ
る
人
が
い
る

○
地
域
社
会
と
関
わ
り
あ
う
機

　
会
が
あ
る

○
外
の
視
点
か
ら
自
分
た
ち
の

　
地
域
を
考
え
る
機
会
が
あ
る

　
今
年
度
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の

詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
有
効
回
答
件
数

　
大　
人
：
６
４
９
件

　
子
ど
も
：
２
０
２
件

●
回
収
期
間

　
令
和
４
年
12
月
26
日
～
令
和
５
年

　
１
月
31
日

ご
協
力
い
た
だ
い
た
町
民
の
皆
さ

ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
大
人
の
方
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

は
、
一
部
の
質
問
に
対
し
「
自
分

自
身
」
に
対
す
る
回
答
、「
地
域

の
大
人
」
に
対
す
る
回
答
の
２
種

類
を
求
め
ま
し
た
。
今
回
は
「
地

域
の
大
人
」
に
対
す
る
回
答
を
集

計
し
、
次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

テーマQ１

Q２Q３

Q４

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

　
　
　
　
　
　
　
を
通
し
て

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
さ

れ
て
い
ま
す
か
？

授
業
を
進
め
る
上
で
、
意
識

し
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
？

一
年
間
の
授
業
を
通
し
て
、

生
徒
に
変
化
は
あ
り
ま
し
た

か
？

今
後
の
課
題
や
目
指
し
て
い

き
た
い
も
の
は
あ
り
ま
す

か
？

<こども>

<こども>

<こども>

<こども>

<大人>

<大人>

<大人>

<大人>

本稿に関するお問い合わせ
教育委員会事務局　☎ 72・1854
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広報つわの 2023 年 4 月 14 日発行

ここでは、津和野高校の“今”をお届けします！ここでは、津和野高校の“今”をお届けします！

☆つわのＳＬ健康マラソンに参加しました☆つわのＳＬ健康マラソンに参加しました
３月12日（日）、第３３回つわのＳＬ健康マ３月12日（日）、第３３回つわのＳＬ健康マ
ラソン（津和野町・津和野町教育委員会他主催）ラソン（津和野町・津和野町教育委員会他主催）
が開催されました。本校からは女子バレーボールが開催されました。本校からは女子バレーボール
部・陸上競技部・松延さん（２年）・斎藤事務長部・陸上競技部・松延さん（２年）・斎藤事務長
が参加しました。が参加しました。
また，前日の会場設営には野球部・女子バレーまた，前日の会場設営には野球部・女子バレー
ボール部・陸上競技部が、当日のボランティアスボール部・陸上競技部が、当日のボランティアス
タッフには宮島校長をはじめ神林さん（１年）・タッフには宮島校長をはじめ神林さん（１年）・
平野さん（２年）・岸本さん（３年），女子バレ平野さん（２年）・岸本さん（３年），女子バレ
ーボール部の保護者が参加し、大会運営をサポーーボール部の保護者が参加し、大会運営をサポー
トしました。町トしました。町
職員の方と協力職員の方と協力
し、非常によいし、非常によい
大会になりまし大会になりまし
た。た。

ツコウの情報を『津和野高校ホーツコウの情報を『津和野高校ホー
　ムページ』にて発信しております　ムページ』にて発信しております
→http://tsuwano.ed.jp/→http://tsuwano.ed.jp/

★災害教育（防災訓練）を実施しました★災害教育（防災訓練）を実施しました
３月２日（木）、３月２日（木）、
自衛隊地方協力本部自衛隊地方協力本部
の杉本さん・前田の杉本さん・前田
さん・田村さんをおさん・田村さんをお
招きし、災害教育を招きし、災害教育を
実施しました。東日実施しました。東日
本大震災（平成23本大震災（平成23
年）や津和野豪雨（平成25年）、日常から防災バ年）や津和野豪雨（平成25年）、日常から防災バ
ッグを準備することの大切さをお話いただき，生徒ッグを準備することの大切さをお話いただき，生徒
達も真剣に耳を傾けていました。達も真剣に耳を傾けていました。
講話の最後に，佐々木さん（１年）が，講話の最後に，佐々木さん（１年）が，「『備え「『備え

る』ことの大切さを再確認できた。自分は防災につる』ことの大切さを再確認できた。自分は防災につ
いてのプロジェクトをやっているので，今回の話はいてのプロジェクトをやっているので，今回の話は
とても参考になった。ありがとうございました。」とても参考になった。ありがとうございました。」
と謝辞を述べました。と謝辞を述べました。

HAN-KOHイベント「中等部 卒塾式」HAN-KOHイベント「中等部 卒塾式」
令和４年度中等部卒塾式を津和野・日原でそれ令和４年度中等部卒塾式を津和野・日原でそれ
ぞれ実施しました。今年度は津和野教室から15ぞれ実施しました。今年度は津和野教室から15
名、日原教室から12名が卒塾されました。名、日原教室から12名が卒塾されました。
食事や英語ゲームを楽しんだあとに、卒塾生一食事や英語ゲームを楽しんだあとに、卒塾生一
人ひとりにこれま人ひとりにこれま
で通塾してきた振で通塾してきた振
り返りをして、最り返りをして、最
後に講師・スタッ後に講師・スタッ
フからのメッセーフからのメッセー
ジを送りました。ジを送りました。
ここで学んできたここで学んできた
ことを４月からのことを４月からの
高校生活で活かし高校生活で活かし
てください！てください！
そして昨年度かそして昨年度か
ら津和野高校へ進ら津和野高校へ進
学しない町内の高学しない町内の高

校生も、卒業後にHAN-KOHを利用することが可校生も、卒業後にHAN-KOHを利用することが可
能となりました。能となりました。
その結果、HAN-KOH主催の中高生向けイベンその結果、HAN-KOH主催の中高生向けイベン
トへの参加や、自習室の利用は津和野高校生のみトへの参加や、自習室の利用は津和野高校生のみ
ならず、町内に住む他高校生の姿も見られます。ならず、町内に住む他高校生の姿も見られます。
今後も継続して、HAN-KOHは卒業生が「いつ今後も継続して、HAN-KOHは卒業生が「いつ
でも帰れる」、中学生が「身近に相談できる」とでも帰れる」、中学生が「身近に相談できる」と
思えるような居場所を提供していきます。思えるような居場所を提供していきます。

町営英語塾HAN-KOHに関する町営英語塾HAN-KOHに関する
情報はwebでご覧ください！情報はwebでご覧ください！
→http://hankoh-tsuwano.com/→http://hankoh-tsuwano.com/
→https://www.facebook.com/→https://www.facebook.com/
HANKOH2014/HANKOH2014/

ホームページ

  facebook

H
ハ ン コ ー
AN-KOHだより

 
津和野図書館 TEL0856-72-0155     

日原図書館  TEL0856-74-0355     

  郷土に関する図書資料をご紹介します。 

『『塩塩狩狩峠峠  道道あありりきき』』  三三浦浦綾綾子子小小説説選選集集３３  三三浦浦光光世世・・選選    

主主婦婦のの友友社社  22000000 年年  

  「「『『塩塩狩狩峠峠』』ががどどううししてて津津和和野野のの郷郷土土資資料料ななんんでですすかか」」とといいうう

質質問問をを受受けけてて、、ええっっ！！そそううななんんでですすかか？？とと驚驚ききままししたた。。  

  確確かかめめててみみるるとと、、主主人人公公永永野野信信夫夫ののいいととここ、、隆隆士士がが東東京京のの永永

野野家家にに来来たた時時、、一一緒緒だだっったたののがが中中村村春春雨雨。。本本をを読読むむここととのの大大好好

ききなな信信夫夫にに春春雨雨はは『『無無花花果果』』をを手手渡渡ししまますす。。小小説説のの中中でで『『無無花花

果果』』ののああららすすじじがが書書かかれれ、、そそのの内内容容ににつついいてて信信夫夫はは作作者者のの中中村村

春春雨雨とと話話ををししまますす。。信信夫夫はは「「腹腹ににずずししんんととここたたええるる小小説説」」とと言言

いい、、春春雨雨がが微微笑笑すするる場場面面ががあありりまますす。。  

津
和
野
百
景
図　

第
二
十
七
図

永
明
寺
坂

「
是
れ
則
永
明
寺
坂
途
中
の

行
粧
を
図
す
る
也　

駕
籠
の
紋

章
丸
に
葵
は
里
方
讃
州
高
松
城

主
松
平
家
の
徽
号
也　

扈
従
の

女
中
装
ふ
処
の
帯
は
皆
筒
帯
な

り
」。百

景
図
は
藩
侯
館
を
出
て
、

あ
る
規
則
性
を
持
っ
て
並
べ
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
お
気
づ
き
で

し
ょ
う
か
？
絵
の
並
び
は
永
明

寺
へ
向
か
っ
て
、
そ
の
道
中
の

風
景
と
し
て
描
か
れ
て
い
ま

す
。
百
景
図
の
並
び
順
に
歩
く

と
、
津
和
野
藩
内
の
名
所
を
ぐ

る
っ
と
巡
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

永
明
寺
の
坂
を
向
か
っ
て
い

る
行
列
は
貢
子
の
君
の
行
列
で

す
。
乗
り
物
の
屋
根
に
描
か
れ

た
家
紋
に
ご
注
目
を
。
水
戸
黄

門
の
印
籠
な
ど
で
お
馴
染
み
の

葵
の
御
紋
で
す
。
貢
子
の
君
は

讃
岐
高
松
藩
第
9
代
藩
主
松
平

頼よ
り
ひ
ろ恕

の
娘
で
、
同
家
は
御
三
家

で
あ
る
水
戸
徳
川
家
の
支
藩
で
、

家
紋
は
三
つ
葉
葵
。
こ
の
乗
り

物
は
、
亀
井
家
と
の
婚
姻
の
時

に
、
嫁
入
り
道
具
と
し
て
誂
え

た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
。
乗
り
物
の
周
り
を
歩
い
て

い
る
腰
元
も
高
松
松
平
家
か
ら

や
っ
て
き
て
い
ま
す
。
腰
元
の

帯
に
ま
た
注
目
し
て
く
だ
さ

い
。
棒
の
よ
う
な
も
の
が
横
に

突
き
出
て
い
ま
す
。
格
斎
さ
ん

は
「
筒
帯
」
と
記
し
て
い
ま
す

が
、
提さ

げ
お
び帯
と
呼
ぶ
の
が
一
般
的

の
よ
う
で
す
。
棒
状
に
巻
い
た

帯
の
先
に
は
厚
紙
が
入
れ
て
あ

り
、
脱
い
だ
小
袖
を
通
し
て
か

け
る
、
夏
場
の
装
束
で
す
。
正

室
が
城
下
を
出
か
け
る
だ
け
で

も
大
ニ
ュ
ー
ス
な
の
に
、
珍
し

い
装
い
を
見
て
、
格
斎
さ
ん
も

驚
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

百景図よもやまばなし百景図よもやまばなし　　

第 27図第 27図
日本遺産センター☎ 72-1901日本遺産センター☎ 72-1901

100 枚の絵図にまつわる100 枚の絵図にまつわる
ストーリーを紹介します。ストーリーを紹介します。

永明寺坂

日
本
遺
産
第
１
期
認
定
（
平
成

日
本
遺
産
第
１
期
認
定
（
平
成
2727
年
４
月

年
４
月
2424
日
）
日
）

「
津
和
野
今
昔
～
百
景
図
を
歩
く
～
」

「
津
和
野
今
昔
～
百
景
図
を
歩
く
～
」
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生
誕
１
２
０
周
年
記
念
展
示

生
誕
１
２
０
周
年
記
念
展
示

森鷗外記念館

　鷗
外
に
溺
愛
さ
れ
た

長
女
・
茉
莉
。
偉
大

な
父
を
持
つ
娘
と
し

て
、
ま
た
独
特
の
世

界
観
を
築
い
た
作
家

と
し
て
も
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　生
誕
１
２
０
年
を
迎

え
た
今
年
、
自
筆
原

稿
や
遺
品
な
ど
か
ら
、

そ
の
生
涯
を
た
ど
り

ま
す
。

【会期】令和 5年4月11日（火）～令和 6年4月14日（日）
【会場】森鷗外記念館　2階企画展示室 森鷗外記念館☎0856-72-3210お問い合せ
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ご
案
内

ご
案
内
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…Guide

Guide

無
料
法
律
相
談
を
実
施
中

お
と
よ
し
法
律
事
務
所
で
は
、
無
料
の

法
律
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
に
は

事
前
予
約
が
必
要
、
受
任
し
た
場
合
は
別

途
料
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

５
月
10
日
（
水
）
10
時
～
17
時

お
と
よ
し
法
律
事
務
所

☎
０
８
５
６
・
31
・
１
５
６
５

島
根
県
司
法
書
士
会
主
催
相
談
会

【
電
話
相
談
】（
祝
祭
日
除
く
）

「
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
」

毎
週
月
・
木
曜
日　

12
時
～
15
時

「
相
続
・
遺
言
相
談
セ
ン
タ
ー
」

毎
週
火
曜
日　

12
時
～
15
時

【
面
接
相
談
】（
電
話
予
約
要
）

受
付　

月
・
火
・
木
曜
日 

12
時
～
15
時

〈
吉
賀
町
会
場
〉
※
完
全
予
約
制

５
月
14
日
（
日
）
10
時
～
12
時

六
日
市
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

吉
賀
町
六
日
市
６
４
８

〈
益
田
会
場
〉
※
予
約
優
先

５
月
18
日
（
木
）
13
時
～
17
時

益
田
市
人
権
セ
ン
タ
ー
あ
す
な
ろ
館

益
田
市
須
子
町
３
ー
１

島
根
県
司
法
書
士
会

☎
０
８
５
２
・
60
・
９
２
１
１

く
に
び
き
学
園
西
部
校　

公
開
講
座

「″
人
生
１
０
０
年
時
代
〟
生
き
が
い

や
り
が
い
活
動
見
本
市
」

県
西
部
の
各
地
で
活
動
す
る
団
体
と
、

交
流
・
情
報
交
換
を
行
い
、
つ
な
が
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？
「
地
域
の
な
か
に
こ
ん
な

活
動
を
し
て
い
る
団
体
が
あ
る
な
ん
て
知

ら
な
か
っ
た
」「
自
分
の
地
域
で
も
参
考
に

し
た
い
」
そ
ん
な
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
よ
。

健
康
、
居
場
所
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り

な
ど
、
様
々
な
テ
ー
マ
で
活
動
す
る
８
団

体
が
ブ
ー
ス
を
構
え
、
交
流
や
情
報
交
換

が
で
き
ま
す
。

６
月
20
日
（
火
）
13
時
～
15
時
10
分

い
わ
み
ー
る

６
月
15
日
（
木
）

20
名

く
に
び
き
学
園
西
部
校

☎
０
８
５
５
・
24
・
９
３
３
６

法
律
の
問
題
で
お
困
り
の
こ
と
は
、
法

テ
ラ
ス
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

借
金
、
離
婚
、
相
続
、
職
場
で
の
パ
ワ

ハ
ラ
な
ど
、
法
律
の
問
題
で
お
困
り
で
し

た
ら
、
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
法
テ
ラ
ス

で
弁
護
士
や
司
法
書
士
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。
※
法
テ
ラ
ス
の
無
料
法
律
相
談
は
、

経
済
的
に
お
困
り
の
方
が
対
象
で
す
。

平
日
９
時
～
17
時
（
受
付
）

法
テ
ラ
ス
島
根

☎
０
５
０・３
３
８
３・５
５
０
０

料
テ
キ
ス
ト
は
図
書
館
で
用
意
し
ま
す
。

５
月
９
日 （
火
）・
23
日 （
火
） 

14
時
～

津
和
野
図
書
館　

読
書
会
室

医
療
医
療
……
…
…
…

……
…
…
…M

edical
M

edical

◆
津
和
野
共
存
病
院
☎
72
・
０
６
６
０

【
月
】
循
環
器
内
科
（
午
前
・
５
月
８

日
、
22
日
）

　
　
　

小
児
科
予
防
接
種
（
午
後
・
予
約
制
）

　
　
　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
（
午
後
・
予
約
制
） 

【
水
】
漢
方
外
来
（
５
月
10
日
）

　
　
　

精
神
科
・
心
療
内
科
（
第
１
、
３
・
午

前
・
予
約
制
）
整
形
外
科
（
午
後
）

【
木
】
耳
鼻
咽
喉
科
毎
週
（
午
後
）

　
　
　

小
児
科
予
防
接
種
・
乳
児
健
診

（
午
後
・
予
約
制
）

【
金
】
整
形
外
科
（
午
前
・
午
後
）

※
内
科
は
月
～
金
曜
日
（
午
前
）、
木
曜

日
の
午
後
は
予
約
診
療
の
み

※
（
日
本
神
経
学
会
専
門
医
）
初
診
の
場
合
要
予
約

※
小
児
科
医
師
に
よ
る
外
来
診
療
に
つ
き
ま

し
て
は
、
毎
週
木
曜
日
（
午
後
）
の
み
と
な

り
ま
す
。
上
記
以
外
は
当
院
内
科
医
師
に
よ

り
診
察
を
行
い
ま
す
の
で
、
診
療
時
間
内
で

あ
れ
ば
い
つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
月
曜
日
の
予
防
接
種
（
午
後
・
予
約
制
）

に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
院
医
師
に
よ
り

行
い
ま
す
。
１
歳
未
満
に
つ
い
て
は
、

木
曜
日
の
み
と
な
り
ま
す
。

※
小
児
科
の
予
防
接
種
・
乳
児
検
診
は
13

時
よ
り
開
始
（
電
話
予
約
）

【
帯
状
疱
疹
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
】

　

50
歳
を
過
ぎ
た
方
は
、
帯
状
疱
疹
の
予

防
接
種
が
で
き
ま
す
。
帯
状
疱
疹
の
予

防
接
種
を
ご
希
望
の
方
は
、
当
院
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
休
日
の
救
急
患
者
対
応
に
つ
い
て
】

　

診
療
時
間
は
８
時
30
分
～
17
時
30
分

（
17
時
30
分
～
翌
８
時
30
分
は
診
療
し

て
い
ま
せ
ん
。）

※
17
時
30
分
ま
で
に
来
院
が
可
能
な
方
の

み
受
付
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

※
事
前
に
お
電
話
で
お
問
合
せ
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◆
日
原
診
療
所
☎
74
・
０
１
２
１

【
月
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

【
火
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

【
水
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

【
木
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

【
金
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

※
日
程
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
つ
わ
ぶ
き
医
院
☎
72
・
３
５
０
０

月
火
水
木
金
土

午
前

○
○
○
○
○
○

午
後

○
○
○

○

午
前
は
9
時
～
12
時
30
分

午
後
は
15
時
～
18
時
、
日
曜
・
祭
日

と
木
・
土
曜
の
午
後
は
休
診
で
す
。

但
し
、
物
理
療
法
は
8
時
30
分
と
14

時
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

【
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
】

毎
週
火
曜
15
時
～
18
時
、
毎
週
木
曜

9
時
～
12
時
30
分

※
帯
状
疱
疹
後
の
疼
痛
や
慢
性
の
痛
み
で

お
悩
み
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
通
常
の
診
療
も
行
い
ま
す
。

◆
和
﨑
医
院
☎
72
・
０
０
２
５

月
火
水
木
金
土

午
前

○
○
○
×
○
○

午
後

○
○
○
×
○
△

午
前
は
9
時
～
12
時
30
分

午
後
は
15
時
～
18
時
30
分

△
土
曜
は
14
時
～
17
時

木
曜
・
日
曜
・
祝
祭
日
は
休
診
で
す
。

※
骨
粗
鬆
症
診
療

　

最
新
の
X
線
骨
密
度
測
定
装
置
で
、
腰
椎
・

大
腿
骨
の
骨
密
度
測
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
学
会
認
定
専
門
医
に
よ
る
内
科
疾
患
の

診
療
・
相
談

※
学
会
認
定
専
門
医
に
よ
る
胃
カ
メ
ラ
、
大

腸
カ
メ
ラ
、
日
帰
り
大
腸
ポ
リ
ー
プ
切
除

※
増
加
傾
向
に
あ
る
脂
肪
性
肝
疾
患
に
対

す
る
学
会
専
門
医
に
よ
る
診
療

日
本
内
科
学
会
認
定
総
合
内
科
専
門
医

日
本
消
化
器
病
学
会
認
定
専
門
医

日
本
消
化
器
内
視
鏡
学
会
認
定
専
門
医

日
本
肝
臓
学
会
認
定
専
門
医

※
帯
状
疱
疹
の
予
防
接
種
を
受
付
中

自
動
車
税
種
別
割
の
納
付
に
つ
い
て

今
年
度
の
自
動
車
税
種
別
割
の
納
期

限
は
５
月
31
日
（
水
）
で
す
。
納
期
限
ま

で
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。
納
付
通
知

書
と
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
が
あ
れ
ば
、
便

利
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
も
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い

場
合
は
、
島
根
県
西
部
県
民
セ
ン
タ
ー
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
納
税
通
知
書
発
送
日

５
月
１
日
（
月
）

■
納
期
限

５
月
31
日
（
水
）

■
納
付
方
法

○
ス
マ
ホ
、
パ
ソ
コ
ン
で
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
納
付

・
ス
マ
ホ
決
済
ア
プ
リ
（
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
等
）

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

※
詳
し
く
は
「
地
方
税
お
支
払
い
サ

イ
ト
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
コ
ン
ビ
ニ

○
金
融
機
関
や
県
民
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
な
ど

■
納
期
限
ま
で
の
納
税
が
難
し
い
方

一
定
の
要
件
に
該
当
す
れ
ば
、
申
請
に

よ
っ
て
納
税
の
猶
予
を
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
島
根
県
の
県
税

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

島
根
県
西
部
県
民
セ
ン
タ
ー
収
納
管
理
課

☎
０
８
５
５
・
29
・
５
５
２
２

島
根
県
立
西
部
高
等
技
術
校　
　
　

令
和
５
年
度
受
講
生
募
集
に
つ
い
て

パ
ソ
コ
ン
技
術
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を
学
び
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
管
理
能
力
な
ど
の
向
上
を
目
指

し
ま
す
。

■
訓
練
科
名

パ
ソ
コ
ン
資
格
取
得
コ
ー
ス

15
名

求
職
者

無
料

■
訓
練
期
間

７
月
20
日
（
木
）
～
10
月
19
日
（
木
）

■
訓
練
会
場

（
株
）
ソ
コ
ロ
シ
ス
テ
ム
ズ
（
益
田
市

三
宅
町
１
ー
19
）

■
募
集
期
間

７
月
４
日
（
火
）
ま
で

■
応
募
方
法

お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
窓
口
で

相
談
の
上
、「
入
校
願
」
を
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

■
入
校
検
定
日

７
月
６
日
（
木
）

島
根
県
立
西
部
高
等
技
術
校　

視

聴
覚
教
室

■
選
抜
方
法

面
接
試
験
お
よ
び
筆
記
試
験（
国
語
・
数
学
）

■
合
格
発
表　

７
月
12
日
（
水
）

島
根
県
立
西
部
高
等
技
術
校

☎
０
８
５
６
・
22
・
２
４
５
０

新
着
図
書

新
着
図
書
…
…
…
…

…
…
…
…Books

Books

▼
日
原
図
書
館 

５
月
31
日
（
水
）
は
休
館

▽
荒
地
の
家
族

佐
藤　

厚
志
……
…
…
…
…

新
潮
社

▽
あ
る
行
旅
死
亡
人
の
物
語

武
田
淳
志
・
伊
藤
亜
衣
……
毎
日
新
聞
出
版
社

▽
よ
き
時
を
思
う

宮
本
輝
……
…
…
…
…
…
…

集
英
社

▽
お
し
ゃ
れ
な
大
人
が
実
は
！ 

し
て
い

る
小
さ
な
習
慣

……
…
…
…
…
…
…

主
婦
と
生
活
社

▽
ホ
オ
ジ
ロ
ザ
メ

沼
口　

麻
子
……
…
…

福
音
館
書
店

▼
津
和
野
図
書
館 

５
月
31
日
（
水
）
は
休
館

▽
黄
金
旅
程

馳　

星
周
……
…
…
…
…
…

集
英
社

▽
あ
わ
の
ま
に
ま
に

吉
川　

ト
リ
コ
……
…
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

▽
巻
頭
随
筆　

百
年
の
百
選

文
藝
春
秋
・
編
……
…
…

文
藝
春
秋

▽
す
ぐ
わ
か
る
は
じ
め
て
の
大
人
の
楽
譜

の
読
み
方

五
代　

香
蘭
……
ケ
イ
・
エ
ム
・
ピ
ー

▽
ド
ラ
ゴ
ン
最
強
王
図
鑑

健
部　

伸
明
……
…

学
研
プ
ラ
ス
房

【
音
読
会
の
お
知
ら
せ
】

声
に
出
し
て
読
む
こ
と
は
複
数
の
感
覚

器
官
を
働
か
せ
、
健
康
に
も
良
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
文
学
作
品
や
新
聞
の
コ
ラ

ム
を
一
緒
に
音
読
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
無
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広
報

つ
わ

の
T

su
w

an
o

facebook
公

式
H

P
発

行
/津

和
野

町
役

場
編

集
/つ

わ
の

暮
ら

し
推

進
課

〒
699-5292　

津
和

野
町

枕
瀬

218
番

地
18

印
刷

/（
有

）
り

ゅ
う

び

TEL：
0856-74-0092

FA
X：

0856-74-0002
H

 P：
http://w

w
w

.tow
n.tsuw

ano.lg.jp/

広報つわの 2023 年 4 月 14 日発行

この町の身近な法律家として法律相談・不動産、会社、
相続登記等・各種許認可の手続をサポートいたしま
す。「まずは、お気軽に ご相談から」

鹿足郡津和野町日原 171 番地 2

電話兼 FAX 0856（74）1538
領
り ょ う け

家 義
よ し の り

典 事 務 所
司 法 書 士・ 行 政 書 士

□住民基本台帳（令和５年３月末現在）

転出：83
死亡：17

転入：45
出生：1

男 3,134 人　女 3,550 人
人口：6,684 人世帯数：3,346

お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す
（
敬
称
略
）

３
月
届
出
分

橋
本　

明
美	

２
・
26	

（
長
野
）	

70
歳

澄
川　

照　

	

３
・
５	

（
旭
町
上
）	

84
歳

田
村　

一
三	

3
・
8	

（
野
口
）	

92
歳

豊
田　

幸
子	

3
・
14	

（
栄
町
）	

90
歳

藤
高　

幸
子	

３
・
24	

（
北
一
）	

87
歳

倉
本　

一
郎	

３
・
26	

（
中
座
二
）	

81
歳

永
田　

英
範	

３
・
27	

（
笹
山
）	

71
歳

藤
井　

芳
登	

3
・
27	

（
須
川
元
郷
）	

89
歳

※
同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

寄
附
の
お
礼

次
の
方
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

倉
本　

真
吾　

様
（
益
田
市
）

　
　
　
　

３
万
円

　
　
　
　
　

社
会
福
祉
事
業
と
し
て

中古農機具・バイク
買取・修理

ホンダショップ泉
☎72-1271
携帯090-3171-7227

ススズズメメババチチ・・ミミツツババ

チチのの駆駆除除致致ししまますす

イイズズミミ
HONDA    SHOP

中古農機具
買取・修理

ホンダショップ泉
☎72-1271

携帯090-3171-7227

バイク・自動車販売修理

ススズズメメババチチ・・ミミツツババチチのの駆駆除除致致ししまますす

お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
（
敬
称
略
）

３
月
届
出
分

永な
が
た田　

誉ほ

の

か

乃
佳　

３
・
６
（
森
四
）

20
23

5V
ol.211

手
しゅわ
話で話

はな
そう！

日
にちじょうかいわ

常会話で使
つか

う手
し ゅ わ

話を紹
しょうかい

介します

湾
わんきょく

曲した両
りょうて

手の指
ゆびさき

先を胸
むね

に向
む

け、
交
こ う ご

互に、上
じょうげ

下に動
うご

かす

楽
たの

しい・嬉
うれ

しい今
こんげつ

月の手
し ゅ わ

話

津
つわの ち ょ う や く ば
和野町役場　健

けんこうふくしか
康福祉課

☎：72・0673　FAX：72・1650


